
『市川ボーイズ』
少年野球の実話の書籍化＆映像化

TMO17期 藤田 泰右（だいすけ）



◎目次

• 藤田プロフィール

• 企画動機（なぜやりたいのか？）

• 企画内容（あらすじ）

• 実話をもとにした事例

• 藤田関連の野球本（プロデュース
などの実績）

• まとめ



◎藤田泰右（だいすけ）
プロフィール

• 浅草生まれ、市川育ち（55歳）

• 中学時代：ボーイズリーグ日本代表

• 野球のプロは諦め、記者のプロへ

• ベースボール・マガジン社退社、フリー
週刊誌記者

• 松坂大輔さんドラフト当日に自著出版

• 出版プロデューサー転身、甲子園出版な
ど設立

• ビジネス書など800冊プロデュース





◎企画動機
（なぜやりたいのか？）

・1年前の絶望的状況
・去年まで東京・佃のタワマン暮らし

・TMOなどの出会いで徐々に回復
・出版業界に入ったのはこのため

・市川に戻ったのもこのためか？

・永井荷風さんと重なる思い



市川ボーイズ
市川で本当にあった少年野球の心温まる物語



◎あらすじその前に

• ボーイズリーグとは？

• 硬式（硬球）少年野球リーグは
ボーイズ、シニアが双璧

（他にはヤング、ポニーなど）

• 市川にはボーイズとシニアがある

桑田真澄選手
（ボーイズリーグ）

清原和博選手
（シニアリーグ）

荒木大輔選手
（シニアリーグ）



◎あらすじ①

・市川出身の習志野高校全国優勝

メンバーを中心に、1976年市川
ボーイズ設立

・全国的にも鳴り物入りでスタート



◎あらすじ②

• はじめは勝てない弱小チーム

• 毎週グラウンドが変わるジプシー状態

• 3年後に初勝利、全国大会へ
• 千葉商大付属高校「平沼」世代にOB
• そんな矢先に創設者のN氏が41歳で急逝
• 解散危機も



◎あらすじ③

• 創設者の遺志を継いだ後進の指導者や

選手の頑張りで快進撃

• 小・中合わせて150人の大所帯
• 高橋國雄元市長ら市川市全体の応援、

一体感、高揚感（オール市川）



◎あらすじ④

• 全国的にも強豪チームへ

• 市川以外の有望選手も集まる

• 全国紙などメディア露出も多数

• 強いだけでなく、人間教育で注目

• プリティ長嶋さんも関係者



◎あらすじ⑤

・毎年のようにOBが甲子園出場
・2001年夏、OBが日大三高甲子園
全国優勝時のキャプテン

・2019年春、習志野高甲子園準優勝時
にOBが3人メンバーで活躍

・次世代の市川ボーイズはどうなる？



◎実話をもとにした書籍＆映像化の事例

「20歳のソウル」（幻冬舎）

・市立船橋野球部の実話ネタ

・亡くなった吹奏楽部員のお

母様の新聞投書（声の欄）か

ら書籍化、そして映画化



◎藤田が関わった野球本（実績）

•「最弱ナイン」（角川書店）

千葉県の通信制高校『わせがく』

の青春物語

•「待ってろ！甲子園」〜青鳥特別

支援学校ベースボール部の挑戦〜
（ポプラ社）

知的障害のある高校生が甲子園

を目指すプロジェクト



◎「市川」を漫画原作
の舞台に

・市川を舞台にした漫画、アニメ

化も目指したい

・「市川」は今まで有名小説にた

びたび登場

・市川内の漫画関係者、映像関係

者とも連携（TMO関係者も）



◎まとめ

市川の実話を

「書籍」で全国区に
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